
 

 

 

  

8 月 29 日、第 18 回小集団活動発表会に参加した葵商店の「NEXUS」サークルの取り組み事例が、 

9 月 3 日の「鉄鋼新聞」及び「産業新聞」に掲載されました。業界を代表する専門誌に取り上げていただ

き、当社の取り組みを多くの方に知っていただく貴重な機会となりました！ 

「鉄鋼新聞」「産業新聞」に「NEXUS」サークルが掲載されました！ 

森林保護に関する理解を深める事、また葵商店が取り組む環境活動への理解を深めることを目的に、 

森林保護研修を実施しました。対象者は過去の森林保護研修が未受講の社員です。 

今回は、特定非営利活動法人 森のなりわい研究所 森な Lab. Morinari の伊藤様を講師としてお迎えし、 

森林を取り巻く現状や森林保全の重要性について、お話しいただきました。 

森林保護研修を実施しました！ 

森林の多くは、人が木を植えて育てる人工林です。 

木々の健全な成長には、間伐などの適切な管理が欠かせません。 

木が密集すると光が届かず、下草が育ちにくくなることで、 

土砂災害のリスクも高まります。 

また、樹木は成長とともに CO₂吸収量が低下します。 

だからこそ、森林を適切に管理し、木材を有効活用しながら、 

次の森林を育てていくことが大切です。 

葵商店では、岡崎市が出資している「もりまち」と間伐材の強度等

の研究を重ねて、梱包資材への有効活用を推進しています。岐阜県

の美濃加茂工場は、岐阜県森林組合連合会より間伐材を調達して

います。地元産の間伐材を活用することで、木材輸送に係る CO2

削減と生物多様性にも貢献しています。 
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